
 

 

第７５回国民体育大会関東ブロック大会の報告 

 令和２年１２月１１日（金）～１３日（日）

および１８日（金）～２０日（日）と２週に渡

り、第７５回国民体育大会関東ブロック大会ア

イスホッケー競技会が開催されました。この大

会は１月に愛知県で開催される第７６回国体冬

季大会の代表権をかけて行われる大会となりま

す。本来であれば、今年度は５月から８月にか

け関東ブロック大会が本県で３１競技行われる

予定でありましたが、第７５回鹿児島国体が延期になったことから今回のアイスホッケー

競技会のみ開催となりました。 

 今大会は新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、無観客開催となり、会場入りす

る監督、選手、役員等全員が２週間前からの体調チェックを行うなど、これまでにない大

会となりました。また、当日の会場においても、入口での体温チェックやアルコール消毒

など徹底した感染対策が取られました。  

 本県は前回大会の結果から、少年男子は既に本大会への代表権を得ていたため順位決定

戦の試合を行い、成年男子は代表権をかけて大会に臨みました。 

 成年男子はまずリーグ戦で千葉県、群馬県と対戦し、両試合とも危なげなく勝利し、リ

ーグを１位で通過しました。その後、代表決定戦を山梨県と行い、１３対０という結果で

勝利したことから、見事に本大会への切符を手にしました。 

 少年男子は同じく代表権を持っている、東京

都と埼玉県と対戦し、東京都に８対３で勝利、

埼玉県に１対５で敗戦という結果でした。 

 本県を含め、次の都県が第 76 回国体冬季大会

への出場権を獲得しました。 

成年男子(通過枠５) 

 栃木県、東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県 

少年男子(通過枠４) 

 埼玉県、神奈川県、東京都、栃木県 

 

参加した監督や選手は、コロナ禍において調整

も難しい状況ではありましたが、精一杯、正々

堂々と試合に臨んでいました。 

 

スポーツ振興課だより 
コロナ禍での県立スポーツ会館の運営 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年３月３日から閉館しておりました「県立

スポーツ会館」は、スポーツ庁が策定した「社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイド

ライン」等に基づき、７月１日に再開いたしました。 

再開後今日（令和３年１月末）まで、延べ約８，５００名の利用がありましたが、感染者を

出すことなく運営できましたことは、施設の対策をはじめ、利用者様のご協力の賜物であると

感謝しているところでございます。 

 感染拡大防止の視点として、①利用室場や利用目的に応じた「三つの密（密閉空間、密集場

所、密接場所）」の防止、②利用者及び会館職員の感染拡大防止、③利用者及び会館職員によ

る感染拡大防止対策ガイドラインの順守、を掲げました。 

まず施設としては、県が取り組んでいる「感染防止対策取組書」の作成、登録及び施設内で

の掲示により適切な取り組み実施を周知いたし 

ました。利用人数を制限した上で、利用者の体 

調管理チェックの徹底、飛沫防止、手指消毒、 

非接触型体温計の設置、さらに、感染防止コン 

シェルジュの配置など、利用者に安心・安全に 

利用してもらうことに心掛けました。 

 また、利用者へは「ＬＩＮＥコロナお知らせ 

システム」の登録協力をお願いしております。 

まだ未登録の方、新たに当施設をご利用になる 

方々におかれましては、引き続きご協力をお願 

いします。 

  

  

  

 

 

 

コンシェルジュを配置した１階ロビー 
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この事業は、新型コロナウイルスの感染リスクに備えた、学校の休業や、スポーツイベントの

中止に起因する、子どもの運動不足による体力の低下を解消することを目指し、運動遊びを促進

することによって、運動不足の子どもたちのスポーツ活動へのスムーズな復帰を可能とするとと

もに、日常的にスポーツを行う場を持たない子どもたちが、身体を動かす楽しさを体験する機会

を提供するため、（公財）日本スポーツ協会からの受託事業として実施しました。 

なお、関係機関、団体に実施希望を照会したうえで、総合型地域スポーツクラブから４団体、

競技団体から２団体、これに本会を加え、合計７団体が事業を実施しました。 

また、各事業については、子どもたちが楽しみながら体を動かすＡＣＰをメニューに取り入れ

たうえで、各種の体験会等が実施されましたが、主な内容について、次のとおりご紹介します。 

 

【相模原スポーツアカデミー】 

体操体験会を実施。参加した子たちが、自分の順番が来

るまで、他の子がやっているのをしっかりと見るなど、真

剣に行っている姿がありました。クラブ会員である子たち

も一緒に参加し、先輩として体験会に参加した子たちにや

さしく教えたり、時には集中力が切れた子を高学年の子が

注意するなどしながら、楽しく体操を体験しました。 

 

【やまとスポーツマネジメント】 

ディスク（フリスビー）を使ったスポーツのアルティメット体験会を実施。講師には現役日本

代表選手を招き、アルティメット競技のルールや、ディスクの投げ方など基礎について実践を交

えながら説明した後、親子で相手の胸に投げる練習や、

講師が投げたディスクを地面につくまでにキャッチする

など競技に触れる体験をしました。ディスクの動きを予

知することがとても難しく、あと少しで取れそうだが取

れないという光景が多く見られましたが、体験会終了後、

子どもたちからは、「もっとやりたい」、「楽しかった」な

どの声が多く聞かれました。 

 

【善行大越スポーツクラブ】 

トランポリン体験会を実施。ワールドカップ出場経験のある講師を招き、トランポリンは空中

姿勢の美しさなどで競うもので、同じ技をしてはいけないことや、２名が合わせて跳ぶシンクロ

競技については、跳躍するタイミングを合わせること、

どちらかが失敗をした時点で競技が終了となるためミス

できないというプレッシャーがあることなどを説明した

後、シンクロ競技の模範演技を行いました。演技終了後

にはトランポリンを使って足を抱える跳び方や足を開く

跳び方、お尻で跳ぶ跳び方などを体験しました。 

令和２年度子どもの運動不足解消のための運動機会創出プラン 

アクティブ・チャイルド・プログラム（ＡＣＰ）を活用した運動遊び促進事業 
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【相模原フットボールアカデミー】 

チアリーディングと親子サッカー体験会を実施。チア

リーディングではストレッチからはじまり基本的な体の

動かし方など、また、親子サッカー体験会では、ミニコ

ーンを倒すチームと立てるチームに分かれて、最終的に

どちらの数が多いかを競うなどゲーム形式でのトレーニ

ングやドリブルを行うなど、汗をいっぱいかきながら、

楽しくサッカーと触れ合いました。 

 

【神奈川県レスリング協会】 

 講師にアテネ五輪銅メダリストの田南部 力氏を招き、オリンピアンとしての経験も踏まえ、 

タックルなどを指導しました。レスリング体験会でした

が、どのスポーツにおいても柔軟性や体幹は必要である

と、自宅でもできるストレッチや体幹トレーニングなど

も行いました。また、参加者が多く、マットをたくさん

の子たちが使用しましたが、休憩の際に県立磯子工業高

校レスリング部の選手たちがマットの消毒や片付けのサ

ポートをしてくれました。 

 

【神奈川県ソフトボール協会】 

日立女子ソフトボールの選手と一緒に基礎トレーニ

ングを含めた、投げ方や打ち方などを実施。ソフトボ

ールは周囲からの指示と幅広い視野が重要になること

から、チームを組んでプレーする人と指示を出す人に

分かれ、相手の状況を観察しながらプレイヤーに全員

で指示を出して勝利を掴むという方法で練習しました。

選手からは、相手の様子をしっかりと観察することが

勝利につながるとアドバイスをしていました。 

 

【本会】スポーツ少年団関係では、バレーボール交流会を実施。講師に元実業団の選手を招き、

練習方法などについて指導した後、各チームに分かれて

様々なチームと試合を行いました。試合には講師チームも

参加しましたが、子どもたちに苦戦する場面もあり、会場

からは大きな拍手が巻き起こり盛り上がりました。 

また、県立スポーツ会館では、空手道体験会、卓球体験

会、ダンス体験会、バスケットボール体験会、県立スポー

ツセンターでは、スポーツキッズ体験会、親子スポーツ体

験会、ハンドボール体験会、卓球体験会、バスケットボール体験会、ダンス体験会、バドミント

ン体験会、親子体操体験会、テニス体験会をそれぞれ実施しました。 

 

コロナ禍の影響については、先を見通すことが困難な状況にありますが、これからも、積極的

に子どもたちがスポーツをする機会を設けていきたいと考えています。 
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